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修士論文要旨
インドネシア西カリマンタン州における衛星データを用いた
森林劣化・回復状況の把握及び人為活動との関係解明
引地　慶多（Keita Hikichi）　　指導：天野　正博
１．研究の目的
　本研究では、衛星データにより作成した２村３時点の土
地利用分類図を基に、森林の減少・回復傾向を明らかにす
る。さらに、標本点の樹木構成データと、地域住民への聞
き取りの情報を合わせて分析することで、地域住民が森林
生態系へ与える影響の評価を行う。
２．対象地・調査方法
　インドネシア共和国西カリマンタン州グヌンパルン国立
公園（TNGP）と、隣接する異なる文化をもつSJ村TB集落
とS村TG集落を対象に調査研究を行った。
　SJ村とS村それぞれ一辺10kmの正方形の範囲において
現地 調査で取得 した地上データと中解像度衛星
LANDSAT画像、高解像度衛星SPOT画像を用いて土地利
用分類図を作成した。現地調査では樹属の特定と胸高直径・
樹高の測定を行った。欠損値に関しては、近似式から算出
した値を用いて代替した。両集落で、森林利用と栽培作物、
伝統文化を中心にインタビューとアンケート調査を行い、
併せて住民の森林に対する意識についても調査した。
３．結果と考察
3.1　土地利用分類図
　２村でそれぞれ３時点の土地利用分類図を作成した。土
地利用は10区分に分類された。両地域に共通する特徴とし
て、村に隣接しているエリアと、人々が利用する道沿いの
森林の劣化が顕著であった。S村では国立公園事務所によ
る、違法伐採の摘発によって劣化から回復に転じたことが
分かった。
3.2　森林内の樹木構成
　調査を行なったプロットを土地利用分類図で分類された
森林の特徴ごとにまとめ、樹高階別ヒストグラムを作成し
た。森林タイプによって累積分布パターンが異なることが
分かった。集落からの距離が近いなど、人為的影響を受け
やすい地域での累積分布の立ち上がりが急であった。
次にジニ係数を算出することにより、それぞれのプロット
の林分構造に差異があることを指標にして捉えることがで
きた。またプロット内の属数については、極端な劣化が進
んでいる箇所では、樹木の属数が少ないことがわかる（図
１）。
3.3　地域住民に対する聞き取り調査
　住民に対する聞き取り調査では、森林利用に関する５段
階アンケートを実施した。その結果を主成分分析にかけ、得
られた各世帯の第１主成分と第２主成分の得点因子を用い
て散布図を作成した。２村はX軸で正負にはっきりと別れ
た。この結果からSJ村住民はS村住民に比べ森林の価値を
高く評価していることがわかった。その他のインタビュー
でも、SJ村でNTFPの利用が盛んであり、S村では森林から
の恩恵は無く国立公園に対し関心が薄いことが示された。
 
図１：プロットごとのジニ係数
４．まとめ
　３時点の土地利用分類図から、TNGPの泥炭湿地は回復
の傾向にあることがわかった。また樹高の累積分布とジニ
係数を用いることで森林の状況をより詳しく明らにできた。
分類ごとの森林状況の傾向を累積分布図から分析し、さら
に集落からの距離の違いなど、詳細なプロット間の比較な
どにはジニ係数を用いた分析が有効であった。
　森林状況と生態系の関係を明らかにするには、地域の特
性、森林の現状、違法伐採などの歴史的な人為影響など、複
数の要素を重ねあわせて観察する必要がある。本研究では、
土地利用分類図に現地調査で得たデータの分析を合わせる
ことにより、森林の現状をより明確に示すことができた。し
かし生態系への影響評価については、限られた範囲のサン
プルであったことや、樹木の属名だけで種名が得られな
かったことなど、情報が不十分であった。プロット内樹木
の種名や人為影響が少ないアクセスが困難な地域での調査
が必要である。それには現地住民の協力が欠かせない。
